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留学レポート Study Abroad Report 

このレポートでは、まず自分の研究内容の変遷について話し、その後、ドイツでの生活について述べます。ド
イツでの研究内容に関しては、紆余曲折があり、(a) Mixed Reality、(b) Eye tracking、そして最終的に(c) 
Generative Model による英単語学習教材の個人の経験に基づいたパーソナライズ などを経て、最終的に
(c)に落ち着きました。まずは、最初に研究テーマを決めるまでに HoloLens 2 というデバイスを触る機会が
ありました。これは、頭にかぶる近未来的なデバイスで、自分の視野にコンピューター上の 3D オブジェクト
を表示できます。"Mixed Reality"と言われるこの技術は、教育分野でも応用が模索されていて、ドイツの研
究所のチームでは大学の物理学教育チームとの共同プロジェクトで使われていました。教育でのユースーケ
ースとしては、2D では可視化しづらい物理学の概念を、３次元空間で可視化できることだと思います。例え
ば、電流や磁力の流れ、または量子物理学のような複雑な概念の理解を HoloLens で助けるということが考え
られます。HoloLens を２週間ほど試した後、自分の研究テーマで使うことはなかったのですが、普段使えな
いデバイスを触れられたのは新鮮な体験であり、また DFKI の強みだと思います。 
 
次に、１年間を通して、いくつか研究プロジェクトで実装をしたりもしました。(b)眼球運動を計測する Eye 
tracking device とリストバンドでの生体データを集めるプロジェクトにもサイドプロジェクトとして参画し
ました。機械学習のプロジェクトでは、場合によってはデータを収集する仕組みづくりから作成することもあ
ります。一般公開されているデータを加工して機械学習モデルを作ることだけが機械学習プロジェクトでは
なく、実際にはデータ収集の方策を決めることや、データを収集する基盤を作ることも重要で、それでいて大
変な部分であることが理解できました。アイトラッキングのデータをリアルタイムでセンサから、ソフトウェ
ア上で取得したり、学習ソフトウェアに実験の流れや指示を含めるなどの機能の実装をしました。このプロジ
ェクトへの参画は、TU Kaiserslautern の Cognitive Science の部門とのコラボレーションであり、学際的な
テーマに携われたのは興味深かったです。学際的な研究でのコミュニケーションや協力の仕方は難しい面も
あり、特に技術的な説明をわかりやすく行うことの練習になりました。また、誰がどの責任範囲を持っている
のか、この相談は Supervisor か、チームリーダーに聞くべきか、など組織の中でどう動くべきか、などの難
しさにも直面しました。これは振り返れば、チームとして動く上での素晴らしい経験になりました。 
 
次に(c) Generative Model による英単語学習教材の個人の経験に基づいたパーソナライズ、についてお話し
します。(c)に取り組むまでに、メインの研究テーマの候補はいくつかあったのですが、サーベイをしている
うちにアイデアが実現可能ではなさそうなことがわかりました。そこで、思いついたアイデアが「個人の体験
に基づいた英単語学習システム」です。これまでの候補を一旦忘れて、１週間ほどで必要最低限なプロトタイ
ピング（画像からテキスト生成の最小構成でのセッティング）を行い、先生に見せたところ、GO サインが出
て、これがメインの研究テーマとなりました。以下、研究のキーとなるアイデアの概略を述べます。私たちの
経験と学習内容を結びつけることは学習に効果的であるとされています。人々が日々の経験を投稿する SNS
の普及により、学習者個人の経験のセンシングが現実味を帯びてきました。また、ここ数年の大規模言語モデ
ル(LLM)の発展は、学習者個人への学習教材を生成する方向性も切り開きつつあります。これらの社会の潮流
に乗り、我々は次の目標を立てました：「学習者の経験をセンシングし、それに応じた個々人の語学学習の内
容を生成する」私たちの研究では「どんな単語を学ぶべきか」を明らかにするシステムを、LLM の代表例で
ある GPT-3 や画像認識技術を使い実装し評価しました。提案システムは、個人の SNS の画像とともに、画像
と関連する英文を生成し、それを学習者に提示するものでした。学習者は、自分の知らない単語をクリックす
ることで、個人の体験に根づいた未知英単語を抽出できる、というものでした。 
 
このテーマのより具体的な実装アイデアとしては、Instagram の投稿を画像認識で物体を検出して、それを
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もとにテキスト生成モデルである GPT-3 に例文を表示するというものです。現在このレポートを書いている
時点では、OpenAI が ChatGPT や GPT-4 と呼ばれる大規模言語モデルを発表したりして、世の中に AI の衝
撃を与えています。一方で、私がこの研究アイデアに取り組み始めた時点では、当時の最新の GPT-3 という
言語モデルがありましたが、これらは当時はまだ現在ほどの注目を浴びてはいなかったと思います。自分の研
究でこうした言語モデルを学習システムに組み込むことは、とても興味深い体験でした。まずは数人でプロト
タイプで実験を行い、そこからシステムを改善して、そこから数十人規模でのオンラインでの end-to-end で
実験を行えるシステムを作りました。実験をオンラインから行えるようにするには、インターフェースの作成
だけでなく、クラウドでのデータの収集や処理が必要で、これらの工程を全て自分で実装するのは大変でした
が、学びが多かったです。さらに収集したデータをまとめて、論文を書く作業も基本的には自分でやる必要が
あるので、大変でしたが時にやりがいを感じました。 
 
これらの紆余曲折から学んだことは大きく、留学して本当に良かったと感じています。いくつかのプロジェク
トを通して、他の人と一緒に作業を進めることの難しさを感じたことがありました。それぞれ人の役割や、期
待、そして抱えている仕事の量は異なるからです。ここの齟齬を埋めるのはなかなか難しい問題です。そうし
た事情を考えると、誰のせいでもないのですが、こうした問題を軽減するのはとても難しいと思いました。特
に仕事量が集中したり、ソフトウェアの複雑度が上がると自分のコードが属人化してしまったり、プロジェク
トの仕事量をバランスするのが難しいと思いました。アカデミアでは、実験の計画、ソフトウェアの作成、実
際の実験、論文を書く、などの多くのステップをこなす必要があります。そのような中で、物事の優先順位を
つけること、瑣末なことは無視すること、などのある種の諦観を身につけることができました。頭にあること
全てやるは無理で、理想と現実のどこかで落としどこをつける必要がありました。この学びは、研究だけでな
く人生一般に今後直面するトレードオフで、これが留学中の１つの大きな印象に残っています。いくつかの困
難があったものの、夏のユビキタスコンピューティングの国際会議 UbiComp'22 では査読付きで２本の発表
をすることができました。ドイツでの研究を会議の Workshop で発表をしました。また、留学前の成果をポ
スターで発表することができました。 
 
さて、次はドイツでの生活面についての感想を述べます。研究所では PhD やポスドクの人たちと交流しまし
た。すでに働いている人からは技術的なことだけでなく、人生のことも学ぶことが多いです。彼らは人工知能
に関する研究というキャリアに関して既に知識があるだけでなく、人間としての苦労などから学ぶことは大
きいです。また、彼らは産業界との強いつながりがあり、名だたるような IT 企業でインターンや共同研究を
している人ばかりでした。その下の階にはそうした企業との共同研究のポスターが至る所にありました。彼ら
は DFKI で研究者としての経験を積んだ後、そういった企業に就職するか、アカデミアでのポジションを得る
ことが多いです。「留学をしたら就活ができない？」という懸念を日本の知り合いから聞くことが何回かあり
ましたが、むしろ「留学することで進路の選択肢が増える」ということを個人的に強く感じました。また、研
究所、そして大学内外でもたくさんの人と交流しました。幸い、大学公式バーベキューが夏学期には毎週あり、
友達づくりができました。また、DFKI ではコーヒーマシン前でのコーヒーチャットで知り合いがたくさん出
来ました。また、研究所や大学以外の場所でも、ドイツに駐在している日本人の方などと話す機会があり、そ
うした場所では日本人が外国でどのようにキャリアを歩んでいるかということを知ることができました。 
 
次に大変だったことについて述べます。初めの３ヶ月は滞在許可の取得で苦労しました。これには２つ理由が
ありました。（１）経済的な理由、（２）コロナ禍による役所手続きの飽和、です。ドイツの場合、月 8 万円い
ただいていた奨学金だけではビザ要件を満たさないのが厳しい現実です。学生としての滞在許可を得るには、
一定額の資金があることを証明することが必要です。2022 年は記録的な円安と、ドイツでのインフレやエネ
ルギー問題による物価上昇などにより、月末の支出はいつもギリギリでした。可能な限り、日本を出る前に
様々な日本国内の奨学金プログラムに事前に応募することをお勧めします。また、滞在許可証の取得もコロナ
禍の中では移民局がパンクしていて時間がかかりました。これらは日々状況が変わるので情報を公式サイト
から得ることが大事です。 
 
さて、ここからは旅行について述べます。夏に国際会議の論文を提出した後は夏休みをいただき、イタリア、
スペインの旅行に行きました。イタリアのボローニャでボロネーゼを食べた後は、水の都ベネチアで海鮮を楽
しみました。その後はスペインのトロピカルなマヨルカ島、バルセロナを巡りました。他にもいくつか旅行に
行きました。オランダ、ベルギー、スロバキア、オーストリア、フランス、ルクセンブルク、スイスなどです。
ドイツ国内でも紅葉シーズンにはシュバルツバルト、「黒い森」にハイキングに行ったりしました。また、晴
れた時にはワイン祭りや、ハイキング、クリスマスマーケットや、バー巡りなどの楽しいイベントに参加しま
した。ドイツの冬を精神的に乗り切るにはこれらが役に立ちました。 
 
ドイツでは素晴らしい出会いがあると同時に、別れもありました。僕たちが日本に帰る同じタイミングに、友
達のハンガリー出身のポスドクもミュンヘンの大学に移る事になったりと、一期一会がありました。振り返る
と良い人々に恵まれました。カイザースラウテルンは、小さな街で、人によっては退屈してしまうかもしれま
せん。だからこそ、ここでできた知り合いは重要な存在であり、この町が恋しくなる理由でもあります。住む
国が変わることは初めは大変でしたが、ドイツに留学したのは大正解でした。最後に Prof. Koichi Kise, Prof. 
Andreas Dengel, Jun.-Prof. Shoya Ishimaru に心からの感謝を申し上げます。そして JASSO 奨学金やつば
さ基金の補助があったからこそ１年もの留学を実現できました。本当にありがとうございます。他にもお世話
になった機関や人々、そして家族にもここで感謝を述べさせていただきます。Vielen Dank! 


